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主要交獻

第1章　 緒 論

發 熱 ハ臨牀 上吾 人 ノ最 モ屡 々遭遇 スル症 状 ニ シテ又其 ノ際總 テ ノ新陳 代謝 ハ一般 ニ亢進 セラ

レ植 物紳經,或 ハ甲黙 腺副腎,腦 下垂體等種 々ノHormoneノ 作 用 トモ密接 ナル關係 ニアル等

コ レニ關 スル業績 ハ枚 擧 ニ遑 アラズ 卜雖 モ,尚 ホ明確 ナ ラザル點 多々 ア リ.又 一方肝 臟 ハ筋 肉

卜共 ニ化學 的體 温調節 ヲ營 ム主要 ナル末梢 臟器 ニ シテFreund und Grafeハ 化 學的 體温調節

力 ヲ除 去 ス レバ蛋 白質 ノ燃焼著 シク増加 スル ヲ見, Freund u. Laubenderハ 發 熱時肝 臟 ノ殘

餘 窒 素増 加 セ リ 卜云 フ.肝 藏 ヨ リ出 ズル血液 ハ總 テノ體部 ノ血液 中温度 高 キモ ノニ屬 ス 卜モ諸

家 ノ言 フ 卜コロナ リ(Cland Bernard, Hirsch, Muller and Rolly, Krehl u. Kratzsch etc.).

又Cland Bernard氏 ハ既 ニ肝 臟 ヲ温 熱發 生 ノ燃 焼爐 ト考 へ, Rolly氏 ハ肝臓 ニ糖原質 著 シク少

キ時 ハ非 傳染 性熱 及 ビ温 刺等 ニ依 リ體 温 上昇 ハ起 ラザ ル事 アル モ,之 ニ反 シテ實驗 的傳 染性 熱,

血 小板 分解産 物,食 鹽, Adrenalin等 ノ注射 ニ依 リテハ肝 臟 ニ糖 原質著 シク少 キモ發熱 ス ト云

フ.勿 論肝臟 ニ糖原 質豊 富 ナル時 ハ體温 上昇著 シク,發 熱 時 ニハ肝 糖原 質 ハ速 ニ且盛 ンニ消費

セラ レ,發 熱 ニ依 リテ肝 臟 糖原 質減 少 スル事 ハ即 ニ諸家 ノ認 ムル所 ナ リ.如 斯肝 臟 卜發 熱 トハ
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148 杉 生 喜 三

關係 深 キテ以 テ,肝 臟 ヲ經 テ排泄 セラルル膽 汁 ニモ何等 カノ變 化 アルべ キ ナ リ.然 ル ニ發熱 時

ノ膽 汁分泌 ニ關 スル研 究 ハ甚 ダ尠 ク,櫻 井氏 ハ總輸膽 管瘻 犬 ニVaccin, Thermin,異 種 蛋 白質等

ヲ注 射 シテ體 温 テ上昇 セ シメテ實驗 シ,體 温 上昇 ノ場 合 ハ膽 汁分泌量減少 シ, Bilirubin濃 度増

加 シ,其 ノ粘稠度 ヲ増 シ粘 液増加 スル テ見 タ リ.尚 ホ食鹽 含量 ハ不變 ナ レ ドモ絶對 排泄 量著 シ

ク減 少 セ リ ト. Bidder und Schmidt, Piseuti氏 等 ハ犬 ノ細菌 性熱 ニ於 テ同様 ノ結 果 ヲ得 タ リ.

最 近Muller und Holscher氏 ハ温〓 法 ニ依 リ體温 テ ヒ昇 セ シメテ膽 汁分 泌減少 スル ヲ見 タ リ.

然 レ ドモ膽 汁 内 ニ排 泄 セラル ル含窒 素物 ニ關 シテハ何等 記載 スル所處 ナ シ.茲 ニ於 テ余 ハ犬 ニ

膽 嚢瘻管 ヲ造 リ, Thermin, Vaccin等 ヲ注 射 シテ體 温 テ上昇 セ シメテ流出 スル膽 汁 ニ就 キテ其

ノ膽 汁量, Bilirubin濃 度,總 窒 素,殘 餘窒 素, Amino-N, Ammoniak等 ヲ測 定 セ リ.尚 ホ豫

メ葡萄糖 ヲ經 ロ的 ニ投與 シ肝臓 糖原質含有 量多 シ ト認 メラル ル時 又 ハ反對 二十數 日間絶食 セシ

メ肝 藏糖 原質減少 セ リ卜思考 セラル ル犬 ニ同量 ノThermin, Vaccin等 ヲ皮下或 ハ静脉 内ニ注

入 シテ膽 汁 ニ就 テ同様 ノ實驗 ヲナ シタル ヲ以 テ之 テ報 告 セン トス.

第2章　 實驗材料竝ニ實驗方法

實驗材料 トシテハ温 順強健 ナル中等大 ハ犬 ヲ用 ヒ,犬 ニ膽嚢 瘻管 ヲ造 リ約10日 ヲ經 過 シテ手 術創 ハ全 ク

癒 ユ ルヲ待 チテ實驗 ニ着手 ス.毎 日午後1時 一定食餌 ヲ1囘 與 へ翌朝午前9時 ヨ リ實驗 ニ着 手セ リ.是 レ

膽 汁分 泌 ハ食餌 ト關係深キ ヲ以テ 常 ニ一 定時室腹時 ニ行 フヲ以 テ 合理的 トス可 キガ故 ナ リ.膽 嚢瘻管 ヨ リ

流 出 スル膽汁 ヲ膽 汁探 取球 ニ受 ケ1時 間 又ハ2時 間生理的分泌 状態 ヲ見 タル後Thermin或 ハVaccin等 ヲ

注 射 シテ發熱 セ シメ1時 間毎 ニ膽汁 ヲ探 取 シテ其 ノ分泌量. Bilirubin濃 度 及 ビ膽汁 内總窒 素,殘 餘窒素,

 Amino-N, Ammoniak等 ヲ測定 セ リ.尚 ホ豫 メ葡萄糖 ヲ經 ロ的 ニ投 與 シタル犬,又 ハ10日 以 上絶 食セ シメ

タル犬 ニ就キテモ同様 ハ實驗 ヲナ シタ リ.而 シテBilirubin濃 度 ハHijmans van den Bergh氏 法 ヲ用 ヒ

Bilirubin単 位 ヲ以 テ表 セ リ.總 窒素 ハ探取セ ル膽汁 ヲ直 チニ遠 心沈澱 シ透 明 ナル液 ニ就 キテKjeldahl氏 法

ニヨ リ,殘 餘窒素 ハ膽 汁中 ニハ多量 ハ粘液 ヲ含有 スルガ故 ニ之 ニ三 鹽化醋酸 ヲ加 ヘテ蛋 白 ヲ沈 降 セシメテ,

其 ノ濾液中 ノ窒素 ヲKjeldahl氏 法 リ據 リ, Amino-Nハvan Slyke氏 微 量瓦斯定 量法 ニ ヨ リ, Ammoniakハ

van Slyke-Cullen氏 法 ニ ヨリ定量 セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 豫 備 試 驗

膽汁分泌 量及 ビ其 ノ性状 ハ 食物又ハ藥 物 ニ依 リテ或 ハ催進 セラレ或 ハ減弱 セ ラルル事ハ勿論 ナ ルモ,生

理 的状態 ニ於 テモ 其 ノ分 泌量及 ビ其 ノ性状 ニ變化 ア ル事 ハ既 ニHeidenhein, Winogradow, Neubauer, Mc. 

Master, Specht氏 等 ニ依 リテ認 メ ラ レシ處 ナ リ.食 後 ハ膽 汁分泌増 加 シ夫 レヨ リ漸 次排 泄量減少 スル傾 向ア

ル モ一定ナ ラザ ル事ハ兒 玉氏等 ハ實驗成績 ニ於テモ明 カナ リ. Bidder, Schmidt, Neubauer氏 等 ハ膽嚢瘻管

ヲ有 スル犬 ニ於 テハ膽 汁 ノ十 二指 腸内 へ流入 スル事 ナキガ故 ニ生理 的状態 ニ於 ケルヨ リモ 膽汁分 泌量減少

ス可 キ事 ヲ注意 セルモ,犬 ハ ヨク流出 スル膽汁 ヲ舐 メ爲 ニ膽汁 ハロ中-リ 腸 ニ入 ルガ故 ニ,生 理 的排泄状態
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卜異ラザル事多キハ嚢ニ他 ノ目的 ニテ施シタル膽嚢瘻管犬ニ於ケル余 ノ實驗及ビ櫻井氏 ノ實驗ニヨリテモ

明カナリ.前 述 ノ如 ク生理的状態ニ於テモ食餌ニヨリ膽汁分泌量及 ビ性状異ルガ故 ニ,櫻井氏ハ毎 日一定食

餌 ヲ一定時間 ニ與 へ空腹時ニ30分 間毎ニ膽汁 ヲ探取シタルニ著 シキ動搖 ヲ認 メズ ト云 へリ.次 ニ正常時膽

汁内總窒 素量ハBoeckelman氏 ノ實驗 ニ依 レバ,人 ニ於テ十二指腸 「ボ ソブ」ヲ用 ヒテ 採取 セル肝膽 汁 ニ於

テハ138mg%, B-galleハ 肝 膽 汁 ヨ リ高 ク161mg%ニ シテ膽嚢 ニ炎症 アル時ハ200mg%以 上 トナル事 ア

リト.殘 餘窒 素ハ吉 村氏 ニ依 レバ,食 後直 チニ或ハ空腹 時 ノ膽 汁 内殘餘窒 素 ヲ時間的 ニ觀 察セ シニ,膽 汁量

バ一般 ニ食後 時間 ヲ經過 スルニ從 ヒテ減 少 シ,又 空腹 時 ニ於テ モ可 成多量 ノ分泌 アルモ ノニシテ,殘 餘窒素

ハ 其 ノ濃 度及 ビ絶對量 ニ於 テ甚 ダ シク動搖 シ,殘 餘窒素ハ濃度 卜膽 汁 トノ間 ニ一定 ハ關係ナ キガ如 ク,又 絶

對値 ニ於 テモ空腹 時必 ズ シモ減 少セ ズ ト云 フ.而 シテ正常 時殘餘窒素 ハ81.5mg%,絶 對 量ハ1日84.6mg

ナ リ ト云 フ.如 斯膽汁分泌 及 ビ其 ノ性状ハ食餌 ト關 係深 キヲ以 テ 余 ハ毎 日午後l時 一定 食餌 ヲ與 へ 翌朝午

前9時 實 驗 ニ着手 シ, 1時 間 毎 ニ膽 汁 ヲ採取 シ檢 シタル ニ第1表 ニ示 スガ如 ク正常時 ニ於 テ モ一定 セズ,多

少 動搖 スルヲ見 タリ.體 温 ハ4-5時 間 内 ニ於 テ0.3℃ 内 外 ノ差異 ア リ.甚 ダシキモ ノハ約1℃ ノ差 アル事 ア

リ.第1實 驗 ニ於テ體温 分 泌量,膽 汁内含窒 素物 等動搖ナ キモ,第2實 驗 ニ於テ ハ體温 ニハ大差 ナキ モ分 泌

量ハ最少6.2cc最 大9.1ccヲ 示 シ,總 窒 素ハ20mg%,殘 餘 窒 素ハ14mg%ノ 差 ア リ.其 ノ他 ノ實驗 ニ於テ

モ動搖 アルヲ免 カ レズ.殊 ニ體温 ニ於 テ0.9℃ ノ差,總 窒 素ハ28mg%,殘 餘 窒 素ハ22mg%,又Amino-N

 Ammoniak-N等 ニモ相當度 ノ動搖 ヲ示 スモ ノア リ.

第1表　 正 常 犬 ニ 於 ケ ル 實 驗
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第2節　 Thermin注 射 實驗

Stern氏 ガ家兎 ニTherminヲ 注射 シテ體温上昇 ヲ來ス事ヲ報告シ,之 ハ交感神經 ノ中樞 及ビ末梢ニ作用

スルモノナリトセ リ.其 ノ後Jonsen氏 ハ副交感神經中樞 ニモ作用スト述べ タリ.橋 本氏ハCocain同 様温中

樞 ヲ刺戟 シテ體温上昇ヲ來 スモノナ リト. Jocusohmidt氏 ハ體温調節中樞 ヲ遮斷スルモ體温上昇ヲ來 シ全身

新陳代謝 ノ亢進スルヲ見,蓮 池氏ハThermin 5%溶 液1.0ccヲ 家兎 ノ皮下 ニ注射 シダルニ1時 間後ニ體温

上昇 ヲ來シ,共 ノ後急速 ニ40℃ 以上 ノ體温ヲ示 シ,尚 ホ動物各箇ニ依 リ,其 ノ感受性異 リ,大 量注射ニヨリ

42℃ 以 上ノ發熱 ヲ來シタルモノハ皆死亡シタリト云 フ.安 達,笠 井兩氏ハ家兎ニTherminヲ 注射 シテ體温

ヲ上昇セシメ發熱後ニ於ケル血液乳酸量及ビ血糖量ハ極メテ僅ニ増量シ,後1時 間乳酸量ハ急劇 ニ増加 シ,

變化最高ニ達 シ,血 糖モ亦著シク上昇ス,而 シテ體温ハ徐々ニ下降スルモ乳酸量 ノミ急劇 ニ減少 シ,血 糖ハ

徐々ニ恢復 ニ向フト,而 シテ之ハ發熱 ニヨル體内新陳代謝亢進 ノ外Adrenalin増 加,其 ノ他 ノ影響大ナルニ

ヨル可シト云 ヘリ.櫻 井氏ハ犬 ニ體重1kgニ 付キ3-34mgノ 割合ニ皮下ニ注射 シテ體温及ビ膽汁 ノ變化

ヲ觀察 シ,少 量注射 ニ於テハ體温上昇セザルモ,膽 汁分泌量ハ減少 シ, Bilirubin濃 度ハ高 クナ リ,大 量注射

ニ於テハ體温著シク上昇 シ,膽 汁分泌減少 シ膽汁ハ濃厚 ドナル ト云フ.

要 之 ニ現 今 ノ研究 ニヨ レバTherminノ 皮下注 射 ニ依 リ高熱 ヲ發 シ,時 ニハ42℃ ニ達 スル事

ア リ,又 新 陳 代謝 ハ著 シク亢 進 ス.之 ハ温 中樞 及 ビ他 ノ交 感紳經 核 ヲ著 シク興 奮 セ シメ中樞性

ニ作用 シテ發熱 ヲ來 ス ニヨル ガ如 シ.故 ニ温 中樞 ヲ除 去 スル時 ハTherminヲ 注射 スル モ發 熱 セ

ザ ル事 ア リ.併 シ末梢 ニモ亦作用 シ以 テ温 生成 ヲ亢 進 セシメ,尚 ホ種 々臟 器 ノ交感 神經 ニモ作

用 ス トモ云 ハル.余 ハ犬體 重1kgニ 付 キThermin 10mg以 上ヲ注射 シテ40℃ 以 上ノ發 熱ヲ見

タ リ. 10mg以 下 ニテ ハ充分 ナル發熱 ヲ見ル ニ至 ラザル事 ア リキ.

注 射後10分 位 ニ シテ瞳 孔散 大 シ,體 温漸次 上昇 シ注射 後2時 間位 ニ シテ最 高 ニ達 シ,呼 吸頻

數 卜ナル. Thermin大 量注射 ニテ温體40℃ 以 上ニ及 ビダル時 ノ膽 汁 ノ變化 ハ第2表 ニ示 スガ

如 シ.

第1項　 Thermin大 量 注 射 實 驗

犬體 重1kgニ 對 シ10mg注 射 シ タル犬 ニ於 テハ體温38゜6Cヨ リ41.7℃ ニ 上昇 セ シモ ノア リ,此 時ハ膽汁

分泌 量ハ漸次減少 シ, Bilirubin濃 度 ハ漸次高 クナ リ,總 窒素,殘 餘窒素 量ハ體温 上昇時稍 々増加 シ,體 温下

降 ニ向ハ ントス ル時漸次 減少 ス ルガ如 シ. Amino-Nハ 漸 次増 加 シ, Ammoniak-Nハ 稍 々増加 スルモ正常時

卜大差 ナ シ.體 温2℃ 以上上昇 シ タル5例 中 ニ於テ膽 汁分 泌量ハ體温 上昇 ト共 ニ漸 次減少 スル モ體温 上昇 ノ

始 メ反 ツテ増量 シ,夫 レヨ リ漸 次減少 スルモ ノア リ. Bilirubin濃 度 ハ何 レモ漸次高度 トナ リ,總 窒 素量及 ビ

殘餘窒素 量ハ何 レモ漸 次稍 々増 量 シ,體 温下降 ニ向ハ ントスル時稍 々減少 スル モノア リ. Amino-Nハ 漸 衣

増加 ス.

正 常時 ニ於 テ モ膽汁 内含 窒素物排泄ハ動搖 ス ルヲ以テThermin注 射 時 ニ於 ケル含 窒素物増加 ハ極 ク少量

ト見 ル可 キナ リ.且 膽汁分泌量減少 スル ヲ以テ絶對排 泄量 ハアマ リ増加セ リト云 フ可 カラズ.
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第2表　 Thermin注 射 實 驗

第2項　 Thermin比 較 的少 量 注 射 實 驗

Thermin少 量 注射 ニ於テハ充分 發熱 スル ニ至 ラザ ル場 合多 ケ レドモカ カル場 合 ニ於テ モ交感神經 ヲ刺戟

スル爲 力瞳孔散大 シ,呼 吸數 ハ増加 スルニ至 ル.

第3表 ニ示 スガ如 ク犬體 重1kgニ 付 キ2.3mg又 ハ4mgヲ 皮 下 ニ注射 シタルモ ノハ共 ニ充分 ナル發熱 ヲ

見 ルニ至 ラズ．殆 ド正常 時 ト變 化 ナ カ リシモ膽汁分泌 量ハ漸 次減少 シ, Bilirubin濃 度 ハ漸 次濃厚 トナ レリ.

總 窒 素及 ビ殘餘窒素 量ハ稍 々増 加 シ タルモ殆 ド正常 時 ノ動搖範圍 内 ニア リ. Amino-Nハ 稍 々増加 セ リ.犬

體 重1kgニ 付 キ5mg以 上 ヲ注射 シ タル ニ體温稍 々上昇 シタルモ40℃ 以 上 ニ達 セズ.

膽 汁分 泌量ハ體 温 上昇 ト共 ニ漸次減少 シ, Bilirubin濃 度 ハ高 マ リ,總 窒 素,殘 餘窒素, Amino-N量 ハ體温
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上昇ノ始メニ於テ稍々増加セ リ.

Thermin注 射 ニ於 ヲハ量多キ程體温上昇著 シキモ,膽 汁内含窒物排泄増加 ノ程度 ハ注射量及

ビ體温 上昇 ニ必 ズ シモ比例 セザルモ一般 ニ體温高キ程其 ノ變 化著 シキガ如 シ.

第3表　 Thermin注 射實驗(比 較的少量)

第3節　 Typhusvaccin注 射 實 驗

第1項　 皮 下 注 射 實 驗

Typhusvuccinハ 其 ノ注射 量及 ビ共 ノ含有 スル菌量 ニ依 リ異 ルモ諸臟器 ニ變化 ヲ及ボ シ,肝 臓 ニ於テハ小

葉週邊 ニ溷 濁腫脹 ヲ來 ス ト云 フ.發 熱 ノ状 モ共 ノ動物 各箇 ニヨ リ異 リ.大 量 ヲ皮下 ニ注射 スルモ發熱 セザ ル

事 ア リ.余 ハ傳染病研究所 製造 ニ係 ルTyphusvaccinヲ 使 用 セ リ.體 重1kgニ 付 キ1cc宛 皮 下 ニ注射 シタル

ニ體 温上昇著 シカラズ.毎kg 2cc宛 皮 下 ニ注射 シタルモ ノハ體 温上昇稍 々著 シキ モ ノア リ,大 量 ヲ注射 ス

ル モ體 温上昇著 シカ ラザ ルモ ノア リ.一 般 ニ注射量 多キ程發熟 著シキ傾向 アルモ 發熱 ノ程度 ハ必ズ シモ注

射 量 ト一致 セズ.犬 體 重1kgニ 付 キ1cc宛 静 脉 内 ニ注射 シタル ニ常 ニ體 温上昇著 シカ リキ.第4表 ニ示 ス

ガ如 ク,犬 體 重lkgニ 付 キ1cc以 下 ヲ皮下 ニ注射 シタル場 合 ハ殆 ド正常 時 卜大差 ナ ク, Bilirubin濃 度 ハ稍
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高度 トナレ リ.毎kg 1cc注 射 シタルモ ノニ於 テ ハ體 温稍 々上昇 シ,膽 汁分 泌量 ハ稍 々減少 シ, Bilirubin 濃

度 ハ漸 次稍 々高 ツナ リ,總 窒 素,殘 餘窒素, Amino-N量 ハ 僅 ニ増量セ リ.毎kg 2cc宛 皮 下 ニ注射 シタルモ ハ

ニ於テ ハ體温 上昇 著 シク膽汁分泌量 ハ漸次減少 シ,膽 汁 ハ濃厚 トナ リ,膽 汁 内總 窒素,殘 餘窒素. Amino-N

量 ハ 漸 次増加 セル モ其 ノ程度 低 シ.

第4表　 Typhusvaccin皮 下 注 射 實 驗

第2項　 Typhusvaccin静 脉 内注 射 實 驗

Typhusvaccinヲ 犬 體重1kgニ 付 キ1cc以 上 靜脉 内 ニ注 入 スル時ハ常 ニ40℃ 以 上 ノ體温 上昇 ヲ來 シ,發

熱 時流涎 甚ダ シク注 射後2時 間 乃至2.5時 間 最高 ニ達 シ, 4時 間 目頃 ヨ リ漸次 下降 スルモ ノ多 シ.體 重15kg

ヲ有 スル犬 ニTyphusvaccinヲ 毎kg 1cc宛 靜脉 内 ニ注人 シタル ニ體 温漸 次上昇 シ最高40゜9ニ 達 シ,分 泌 量
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ハ體温上昇 ノ初期ニ於テ増量シ,夫 レヨリ漸次減少セリ. Bilirubin濃 度ハ漸次高 マリ,謄汁内総窒素及ビ残

餘窒素量ハ體温 上昇 ト共ニ増加 シ,體 温下降 ニ向ハ トスル時漸次減少ス. Amino-Nハ 稍々著 シク増量 シ,

 Ammouiak-Nハ 大差ナキモ稍々増加セリ.

其 ノ他 ノ實 験例 ニ於 テモ殆 ド同様 ニシヲ膿 汁 分泌 量 ハ注射 ノ初期増 量 シ夫 レヨ リ減 少 スル モ

ノ及 ビ初 メ増 量 セズ シテ漸 次減 少 スル モ ノ トア リ.何 レニ シテモ,ア ル 一定時後 ニ減 少 スル事

ハ確實 ナ リ.膽,汁 内殘餘 窒 素量ハ漸 次増 加 シ,殊 ニAmino-Nノ 増 加 ハ稍 々著 シキモ ノア リ.

次 ニTyphusvaccinヲ 同 一ノ犬 ニ反覆 靜脉 内 ニ注射 スル時 ハ第6表 ニ示 ス ガ如 ク囘 ヲ重 ヌル

ニ從 ヒ膿 汁内總窒 素 及 ビ殘 餘窒 素量 漸次増 加 ノ傾向 ア リ. Amino-Nモ 同様 増加 スルヲ見 ル.

是 レVaccin注 射 ニ依 リ肝 藏障碍 ヲ惹 起 スル ニヨル ナラ ン.而 シテ此 場 合發熱 ニ伴 ヒ,膽 汁分

泌 量減 少 シ, Bilirubin濃 度 ハ高 マル モ膽 汁内 含窒 素物 ハ稍 々増加 スル事 ア リ又稍 々減少 スル

事 ア リテ一定 セズ.

第5表　 Typhusvaccin靜 脉 内注 射實驗
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第6表　 Typhusvacciu反 覆注射實 驗

第4節　 経 口的 葡 萄 糖 投 與 犬 ニ 於 ケルThermin

及 ビVaccin注 射 實 驗

Otto, Kulz氏 等ハ葡萄糖及ビ果糖 ヲ經口的 ニ投興スル時ハ肝臓糖原質ハ数時間後 ヨリ増加 シ,半 日後最

大 ニ達 ス ト云 フ.坂 井,生 島氏等 ハ經 口的葡萄 糖投興後12-16時 間 ニ シテ肝臟糖 原質量最高 ニ達 シ,此

時膽汁内殘 餘窒素 ノ濃度 低シ ド云 フ.余 ハ豫 メ葡萄 糖 ヲ経 口的 ニ投與 シ,肝 臓糖原質豊 富 トナ リタリ 卜思

考 セラル ル犬 ニ一定 量 ノ黄燐 ヲ投與 スル モ,他 ノ場合 ニ比 シ,肝 臟機能障碍 輕度 ニ シテ膽汁内凝 固性蛋白,

 Ammoniak, Aminosaure等 ノ含窒 素物 ノ排泄勘 ヤ事ハ既 ニ述 べ タ リ.且 發熱 ニヨ リ肝糖 原質 ハ甚 ダ速 ニ減

少 シ,蛋 白 質 ノ分解 増進 ス ト云 フ.稻 田氏ハ實驗的Leptospira病 海 〓 ノ肝糖 原質 ノ消耗 著明 ニ起 リ,食 鹽 ノ

減少 ア リタリ ト云 フ.余 ハ豫 メ經 口的 ニ葡萄糖 ヲ投與 シテ 肝臟 糖原質 ヲ充盈 セ シ メタ リト考 ヘラルル犬 ニ

Thermin及 ビTyphusvaccinヲ 注 射 シテ體温 ヲ上昇 セ シメテ實 驗 シ タル ニ第7表 及 ビ第8表 ニ示 スガ如 ク

體 温上昇著 シク何 レモ40℃ 以上 トナ レ リ.體 重15kgヲ 有 スル犬 ニ約16時 間 前 ニ葡 萄糖 ヲ経 口的 ニ投 興
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シ,之 ニTherminヲ0.12g皮 下 ニ注射 シタルニ第7表 ニ示 スガ如 ク,體 温上昇 著 シク41.6℃ ニ建 シ膽汁

分泌 量ハ稍 々減少 シタル モ正常時 ト變 化 ナク, Bilirubin濃 度 ハ稍 々高 ク,膽 汁 内總窒 素量,殘 餘窒素量,

 Amino-N量 ハ僅 ニ増加 シ タルモ正常 時 ト大差 ナカ リキ.

次 ニ體 重14kgノ 犬 ニ16/2及 ビ17/2ニ 葡 萄 糖50g宛 内 服 セ シメ尚 ホ當 日16gノ 葡萄 糖 ヲ皮 下 ニ注射 シ

タル後Thermin 0.12gヲ 皮 下 ニ注射 シタルニ體 温著 シク上昇 シ,膽 汁分泌 量ハ反 ツテ稍 々増量 シ, Bilirubin

濃 度 低 ク膽汁 内總窒 素量,殘 餘窒 素量漸次 稍々減少 セ リ. Amino-N量 モ稍 々減 少 シタルガ如 キ モ大差 ナカ

リキ.

第7表　 經 口的葡萄糖投與犬 ニ於 ケルThermin注 射實驗

次 ニ實 驗着手前15時 間頃經 口的 ニ葡萄 穂 ヲ60g以 上 投與 シ ダル後Typhusvaccinヲ 體 重1kgニ 付 キ1cc

ノ割 合 ニ靜脉 内 ニ注入 シタルニ第8表 ニ示 スガ如 ク何 レモ體温 上昇著 シク41℃ 以 上 トナ リシモ ノア リ.膽

汁分泌 量ハ體温 上昇 ノ初 メ増量 シ,夫 レ ヨ リ減少セ ズ シテ稍 々増量セ ルモ ノア リ.膽 汁内総窒素及 ビ殘 餘窒

素量 ハ體温 上昇 スルモ餘 リ變 化 ナ ク,體 温41℃ 以 上 ノ如 キ高温 ニ於テハ稍 々増加セ リ.葡 萄 糖 ヲ30g内 服

セシメタルモ ノニ於テ ハ體 温上昇 ト共 ニ膽 汁分泌量減少 シ, Bilirubinモ 稍 々濃厚 トナ リ,膽 汁内Amin0口-N

ハ 稍 々増加 シ タルモ,總 窒 素量,殘 餘窒素量 ハ大差 ナカ リキ.如 斯豫 メ與 ヘタル葡 萄糖 ノ量 ニヨ リ異 ルモ概
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シテThermin注 射 時 卜同様 ナル緒 果 ヲ得 タルモThemin注 射 ニ比 シ膽 汁内含窒 素物排 泄稍 々増 加セ ル如 キ

觀 ヲ呈 セ リ.是 レTyphusvaccin自 己 ノ作 用 ニモ ヨルモ ノナ ラ ン.

第8表　 經 口的 葡 萄 糖 投 與 犬 ニ於 ケルVaccin注 射 實 驗

第5節　 饑 餓 犬 ニ 於 ケ ルThermin及 ビVaccin注 射 實 驗

肝臓 糖原質ハ饑餓 ニヨ リ減少 スル事ハOtto, Kurz,日 野,生 島 氏等 ニ依 リ明 カナ リ.坂 井,生 島兩氏 ハ家

兎 ニ就 キテ實驗 シ,饑 餓 又ハAdrenalin注 射 等 ニ依 リ,肝 臟糖原質 ヲ消失 又 ハ減少セ シメタル場 合ハ體蛋 白

崩壊 ノ爲膽 汁内 殘餘窒 素増加 ヲ招 來 シ,尿 素ハ稍 々高 キ濃度 ヲ示 シ タルモ,殊 ニ尿 素以外 ノ殘餘窒 素 ノ増加

主 卜シテAminosaureノ 増 加 ヲ來 シタルモ ノナ ラ ント云 ヘ リ.余 ハ2週 間以 上絶 食セ シメタル犬 ニ一 定量 ノ

黄 燐 ヲ經 口的 ニ投與 シ タル ニ他 ノ場合 ニ比 シ肝臟 機能障碍 高度 ニ シテ 既 二黄燐 ヲ與 ヘザ ル時 ニ於 テモ,膽

汁 内含窒素物排泄増 加 シ,黄 燐投與 ニ依 リ尚 ホ甚 ダ シクナ レリ.而 シテ饑餓 日数長 キモ ノ程膽汁 内凝 固性蛋

白. Ammoniak, Aminosaure等 ノ排 泄増加 スル事 ハ既 ニ述 べタ リ. Mottramハ 饑 餓 海〓 ニ於テ肝臟 ニ著明

ナル脂 肪 ノ増加 ヲ認 メ, Junkersdorfハ11日 間 饑餓 セ シメタル犬 ニ於テ肝臟 重量 ノ減少,水 分,糖 原 ノ減少

脂肪 ノ増加 ヲ證明 シ, Reitz und Schwochハ 饑 餓 ニ ヨ リ犬 ノ肝 糖 原質 減少 及 ビ窒素 百分 率 ノ増加 ヲ證 明 セ

リ.饑 餓 ニヨ リ肝 糖原質減少 スル事ハ明 カナ リ.余 ハ10日 以 上饑餓 セ シメ タル犬 ニTherminヲ 皮 下 ニ注射

シ,或 ハTyphusvaccinヲ 靜 脉 内ニ注入 シタルニ第9表 ニ示 スガ如 シ.饑 餓 日数 長 キモ ノハ既 ニ膽 汁分泌 量

減少 シ, Bilirubin濃 度 高度 トナ リ,膽 汁内總窒素,殘 餘窒 素, Amino-N量 等 著 シク増加 セリ. 11日 饑 餓セ

シメタル犬 ニ體重1kgニ 付 キTyphusvaccin 1cc宛 靜脉 内ニ注入 シタル モノハ體温 上昇 著 シキ事 ハ他 ノ場
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合 ト同 ジク,體 温 上昇 ト共 ニ膽汁分 泌量漸次減少 シ, Bilirubin濃 度 高 ク,膽 汁 内總窒素量,殘 餘窒素量,

 Amin0-N量 等 モ他 ノ場 合 ヨ リモ稍 々著 シク増加 セ リ.次 ニ10日 以 上絶 食セ シメ タル犬 ニ體重1kgニ 付 キ

Thermin 10mgノ 割 合ニ皮下 ニ注射 シタル ニ饑 餓 日数 ニヨ リ異 ル モ何 レ ノ場 合 モ體温 上昇 著 シク, Vaccin

注 射 時 ト同 ジク,膽 汁分 泌量減少 シ, Bilirubin濃 度 ハ高 クナ リ,膽 汁 内總 窒素量,殘 餘窒 素量, Amino-N量

漸 次増加 セ リ.而 シテ此 増加 ハ他 ノ場合 ニ比 シ稍 々著 シキガ如 シ.

第9表　 饑 餓 犬 ニ於 ケ ルThermin及 ビVaccin注 射 實 驗

第4章　 實 驗 成 績 總 括 及 ビ考按

以上諸實驗成績 ヲ總括スルニ動物各個 ニ依 リ又注射物質及 ビ其ノ分量,體 温上昇 ノ程度等 ニ

ヨリ異 ルモThermin皮 下注射 ニヨル發熱時 ニテモ又Typhusvaccin注 射 ニヨル發熱時ニ於テ

モ膽 汁 ニ變化 ヲ及 ボ シ,膽 汁分泌量ハ體温 上昇 ト共 ニ漸次稍 々減少 ス.但 シ體温 上昇ノ初 メニ

一時増加 シ,夫 レヨリ漸次減少スルモノアリ.コ ノ體温 上昇 ノ初 メニ一時増 スハ興味アル コト

ニ シヲ之 ガ解説ハ他實驗終了後論議 スルヲ可 卜ヌ可キモ,同 様實驗條件 下ニ於ケル淋巴生成 ノ

状(大 塚共著未發表)及 ビ發熱時 ノ爾餘體症状 ヨリ推察 スルニ,コ ハ發熱物質輸 入後現ハ レ且
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生體 防禦力 發揮 ニ有利 ニ作用 ス可 キ肝臟 機能亢進 バ一表 現 トモ 見做 シ得 ベ キモ ノナル ガ如 シ.

 Bilirubin濃 度 ハ漸 次 高度 卜ナ レリ.是 レ櫻 井, Bidder und Schmidt, Pisenti氏 等 ノ成績 ニ

一致 セ リ.膽 汁 内總窒 素量,殘 餘 窒素 量, Amino-N量 等 ハ體 温 上昇 スル ニ從 ヒ稍 々増加 スル

傾 向 アル モ時 ニ稍 々減少 スル事 ア リ.正 常時 ニ於 テモ時 間的 ニ稍 々動 揺 スルモ ノナ レバ膽 汁内

含窒 素物 増如 ハ極 メテ少量 ナ リ トト見 ルベ キナ リ.熱 性 病 者 ノ尿 中 ニ窒素排泄 ノ増加 シ來 ル事

ハTranbe, Naunyn, Liebemeister, Leiden u. Kraus, Mathes, Muller, Krempeler諸 氏 ニ

ヨ リ確認 セラ レ シ處 ニ シテWagner氏 ハ コノ殘餘 窒素量増加 ハ熱 ノ高 サ ニ關係 ナク又 腎臟 ノ状

態 ニモ關係 セザル ガ如 ク恐 ラク中毒 ノ程度 ニ ヨノレモノナル可 シ ト云 ヘ リ. Pfanmuller氏 ハ發

熱 ノ際 ニハ生體 内新 陳代謝 著 シク亢進 シ,體 蛋 白ノ ミナ ラズ脂肪,含 水 炭 素等 モ同様 ニ之 ニ關

與 ス ト云 フ. Donath und Heilig 氏 ハ牛乳 及 ビVaccinヲ 注 射 シテ人工 的 ニ發熱 セ シムル 時 ハ

血 中ノAmino-N増 加 シ,尿 中窒素排泄 高 マル ト云 フ.稻 田,本 間氏 ハ體 温鬱 積 ニ於 テ血 中殘餘

窒 素量増加 スル ヲ見 タ リ.尚 ホ稻田氏 ハ實驗 的Leptospira病 海〓 ノ肝 臟 ノ化學 的成 分 ノ變化

ハ著明 ニ シテ肝臟 ノ重量増加 シ,細 胞蛋 白質 ノ分解 行 ハ レ,殘 餘窒 素量 ハ増加 ヲ來 シ且凝 固性

蛋 白質 ハ減 少 ヲ來 シ又糖原 質 ノ消耗著 明 ニ起 リ食 鹽減少 ス ト云 ヘ リ.如 斯發 熱時 ニハ尿 及 ビ血

中 ニ殘餘 窒素 増加 スル事 ハ明 カナ リ.余 ノ實驗 ニ依 レバ前 述 ノ如 ク膽 汁内 ニモ含窒 素物 ノ排泄

稍 々増加 セ リ.コ レ肝 蛋 白質分 解亢進 ニ基 クモ ノナ ラ ンモ其 ノ程 度 ハ低 ク,ノ ミナ ラズ時 ニハ

殆 ド正常 時 卜大差 ナ キ事 ア リ.豫 メ葡萄 糖 ヲ經 口的 ニ與 ヘタル犬 ニThermin及 ビVaccinテ 注

射 シテ發 熱 セ シメタル場合 ハ體温 上昇 ハ著 シク起 リ,膽 汁分泌 量 ハ稍 々増加 スル モ ノァ リ.又

稍 々減少 スル事 アル モ一般 ニ正常時 ト大差 ナク, Bilirubin濃 度 ハ他 ノ場 合 ニ比 シ低度 ニ シテ體

温 上昇 スル モ餘 リ變 化 ナク,膽 汁 内總窒 素 量,殘 餘窒 素量, Amino-N量 モ稍 々増 加 セル モ ノア

ル モ一般 ニ著變 ヲ示 サズ,是 レ葡 萄糖投 與 ニ ヨ リ肝臓 糖原質 多量 トナル爲 メ發熱 ニ ヨ リ肝 臟糖

原 質減少 スル ト雖 モ尚 ホ糖原質 充分 ニ存 シ,以 テ蛋 白質 ノ崩壊 ノ亢進 セザル ガ爲 タ ラ ンカ.且

發熱物質注 射以前 ニ於 テ モ膽 汁分泌量 多ク, Bilirubin濃 度 低 ク,膽 汁稀 薄 トナ リ膽 汁内殘餘窒

素量 少 キ事 ハ坂 井,生 島氏等 ノ成 績 ト同様 ナ リ.

之 ニ反 シテ豫 メ10日 以 上饑餓 セ シメタル犬 ニThermin及 ビTyphusvaccinヲ 注 射 スル時 ハ

體 温上昇 ハ著 シク,膽 汁分泌 量 ハ減少 シ, Bilirubin濃 度 ハ著 シク高 ク ナ リ,膽 汁内總窒素,殘

餘窒素, Amino-Nハ 漸次増加 セ リ.長 時 日饑餓 セシメタルモ ノハ饑餓 其 ノ モノ ニヨ リ膽 汁内含

窒 素量 著 シク増加 ス 卜雖 モ發熱 ニ依 リ尚 ボ一層 増 加 スルモ ノナ リ. Reitz u. Schwoch氏 ハ饑餓

ニ ヨ リ犬 ノ肝 臓 ニハ糖 原質 ノ減 少及 ビ窒 素百分率 ノ増加 スル事 ヲ證明 シ, Junkersdorfハ 犬 ニ

11日 間饑餓 セ シメ肝 重量 ノ減 少及 ビ脂 肪 ノ増加 ヲ證 明 セ リ.坂 井,生 島 氏等 ハ饑餓 家兎 ノ膽 汁

内殘餘 窒素 ハ著 シク増加 ス ト云 フ.

以 上 ヨ リ觀 ル ニ肝臟 糖原 質 ハ減 少 シ,而 シテ糖原 質減少 ノタ メ肝臟蛋 白質 ノ分解 ハ亢 進 シ從

ヲ膽 汁 内含窒 素物 ノ排 泄 増加 ヲ來 スナル可 キ モ豫 メ葡萄 糖 ヲ投與 シタル モ ノニ於 テハ其 ノ増加
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ノ程度極 メテ低ク,之 ニ反 シヲ長期間饑餓 セシメタルモノニ於テハ其 ノ増加著 シ.是 レ既報告

ニ於 ケル 卜同ジク肝糖原質 ノ減少 セルモ亦其 ノ一因 ヲ爲 スモノナル可ク又熱性患者ノ治療攻究

上 ニモ注 目ス可キコ トナルベ シ.只 本實驗操作 ニヨル ガ如 キ體温 上昇時 ニ於 クル膽汁内含窒素

物 増加 バ一般 ニ饑餓 ノミニヨル含窒素物増加 ニ比 シ其 ノ度 ハ極 メテ僅 ナ リ.從 テ又有熱患者膽

汁内含窒素物排泄増加ハ啻ニ發熱原因ノミニ由來 スル 卜ハ考 ヘラレズ.必 ズヤ殆 ド毎常併存 サ

ル可キ攝 食不定 ニモ負 フ トコロ大 ナルべ シ.又Typhusvaccin注 射 ニヨリ體温 ヲ上昇 セシメタ

ル ガ如 キ時 ノ膽汁内含窒素物排泄増加モ亦其 ノ一部 ハVaccin自 己 ノ作用 ニモヨルモノナ ラン.

余 ハ以上ノ實驗ニヨリ,日 常吾人臨牀家 ノ有熱患者 ニ對 スル食餌選定 上顧慮スべキ事項 ニ對

シテノ一實驗的證左 ヲ獲 タルモノ ト信 ズ.

尚前記實驗成績 ニ示 セル ガ如ク,肝 臟内糖原質量如何 ハ常 ニ發熱状 ヲ左右スルモノニアラズ.

蓋 シ饑餓ハ肝臟内糖原質量減少 ヲ發來 スルノミナラズ,又 他方 ニ於 テ所謂Fieberbereitschaft

ヲ誘起 スル一因 卜モ思考 セラルベク,又 以 テ體温上昇機轉 等ハ或種臟器又組織 ノミナラズ全體

組織,臟 器ノ關與 スベキコ 卜ヲ肯定 セシムルモノナ リ.

第5章　 結 論

1)犬 ニThermin及 ビVaccinヲ 注射 シテ體温上昇 ヲ起サ シムル時 ハ其 ノ個性,注 射量,體

温上昇 ノ程度等 ニヨリ異ルモ一般 ニ膽汁分泌量ハ體温上昇 セン 卜乳ル初 メニ於 テ稍 々増加 シ夫

レヨリ漸次減少 シBilirubin濃 度 ハ漸次稍々濃厚 トナル.體 温 上昇著 シキ時 ハ膽 汁内總窒素量,

殘餘窒素量, Amino-N量 ハ稍々増加 ス.

2)豫 メ葡萄糖ヲ經口的ニ投與 シタル犬 ニThermin及 ビTyphusvaccinヲ 注射 スル時 ハ著

シキ體温 上昇 シ來 シ,膽 汁分泌量稍 々増加 スル傾向 アルモ正常時 卜大差ナク,又 膽汁内含窒素

物含有量 モ亦大ナル變化 ヲ蒙 ラズ.

3)長 時 日饑餓 セシメタル犬 ニThermin及 ビVaccinヲ 注射 スル時 ハ饑餓 日敷 ニヨリ異ルモ

體温 上昇ハ他 ノ場合 卜同様 ニ著 シク起 リ,既 ニ饑餓 ノiニ ヨリテモ膽汁分泌量減少, Biliiubin

濃度高マ リ,膽 汁内殘餘窒素等 ノ含窒素物 ノ排泄 著 シク増加 スル事ハ明カナル ガ,體 温 上昇時

ニ到 リ尚ボ一暦膽 汁ニ變化 ヲ及ボ シ其 ノ程度 ヲ増 スニ至 ル.

4)前 記實驗的體温 上昇時 ニ起ル膽汁内含窒素物排泄増加 ハ饑餓 ノミニヨ リ起ル膽汁内含窒

素物排泄増加 ニ比 シ其 ノ度極 メテ輕度ナ リ.

5)長 時 日饑餓 セシメ,肝 臟糖原質量著 シク減少 シタ リ卜思考 セラルル犬 ニThemin及 ビ

Vaccinヲ 注射 スルモ亦肝臟糖原質豊富ナル犬 ニ於 ケル ト同様體温上昇著 シク起ル.

擱筆スルニ臨 ミ御懇篤ナル御高教 卜御校閲ヲ賜ハリタル恩師柿沼教授ニ深甚ナル謝意ヲ表ス.

(5.9.6.受 稿)
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Kurze Inhaltsana abe.

Uber die Stickstoffausscheidung in der Galle.

(IV. Mitteilung.)
Zur Veranderung der Galle bei sog. experimentell erzeugtem Fieber.

Von

Dr. med. Kizo Sugiu.

Aus der med. Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kahinuma, Okayana.
Eingegangen am 6. September 1930.

Es ist schon durch vierfache Untersuchungen bestatigt worden, das die Leber an 
Eiweiss-, Kohlehydrat-umsatz und dem Umsatz verschiedener anderer Stoffe, wie auch 

an der chemischen Warmebildung teilnimmt. Bisher sind schon viele Forschungen uber 

die Leberveranderung bei Fieber vorgenommen worden, jedoch ist das Verhalten der 

durch die Leber sezernierten Galle bei Fieber nur von wenigen Autoren, wie Sakurai, 

Bidder u. Scmidt, Pisenti, untersucht worden and auch diese Autoren besehaftigten sich 

gar nicht mit den Stickstoffhaltigen Substanzen in der Galle. Diese Verhaltnisse betre
ff end, stellte der Verfasser forgende Untersuchungen an.
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Als Versuchstiere wurden Hunde gewahlt, welche eine Zeit lang in einer bestimmten 

Diat gehalten wurden. Frahmorgens, und zwar in der Hungerzeit, wurde den Tieren 

ein fiebererzeugendes Mittel, wie Thermin oder Typhusvaccin, subkutan injiziert. Glei

chzeitig mit dem Temperaturanstieg wurde die Galle aus einer vorher angelegten Gallen

blasenfistel gewonnen und die Menge, der Bilirubingehalt nach Hijmans van den Bergh 

der Gesamt-N nach Kjeldahl, der Rest-N nach Kjeldahl, nach Enteiweissung mit Trichlo

ressigsaure sowie der Amino-N nach Van Slyke wurden gemessen.

Die Resultate lassen sich, wie folgt, zusammenfassen:

Nach Thermin-oder Typhusvaccin-injektion nahm die Gallenmenge im Anfang des 

Temperaturanstieges in geringem Grade zu, bald danach wieder allmahlich ab. Dagegen 

vermehrte sich der Bilirubingehalt von Anfang an und auch der Gesamt, Rest-und 

Amino-N stiegen mit dem Temperaturanstieg etwas an, was auf den gesteigerten Eiweiss

zerfall in der Leber zurtickzufahren ist.

Bei Hunden, denen vorher Traubenzucker verabreicht worden war, stieg die Tempe

ratur nach der Injektion genannter fiebererzeugender Mittel starker als bei normalen, 

wahrend die Gallenmenge sich nur ganz wenig oder fast gar nicht veranderte. Dagegen 

wurde bei schon lange hungernden Hunden die bereits vor dem Versuche vorhandene 

Steigerung der Stickstoffausscheidung in der Galle mit dem Temperaturanstieg noch 

mehr verstarkt, die Sekretionsmenge eher vermindert gefunden und die Bilirubinkonzent

ration nahm auffallend zu.

Die vermehrte Stickstoffausschiedung in der Galle nach der Typhusvaccininjektion 

hangt in der Hauptsache nicht mit dem dadurch erzeugten Temperaturanstieg, sondern 

aller Wahrscheinlichkeit nach mit dem Typhusvaccin selbst zusammen. 

   Die Stickstoffausscheidung in der Galle beim obengenannten experimentellen Fieber 

war viol geringeren Grades im Verhaltnis zu der beim Huugern. Auch bei hungernden 

Hunden, deren Glykogengehalt in der Leber ja schon stark verzehrt sein soll, trat der 

Temperaturanstieg ebenso erheblich zu Tage, wie bei Hunden mit reichlichem Lebergly

kogenstand.

Also ist der Leberglykogen nicht immer unentbehrlich beim Steigen der Karpertem

peratur. Das Hungern scheint sogar alle Gewebe u. Organe fieberbereit zu beeinflussen.
(Autoreferat).
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